
会議名 ニセコ町産業振興委員会  

 

開催日 平成２８年３月４日（金） 会議時間 
開会 午後  ５：００ 

閉会 午後  ６：００ 

会議場所   ニセコ町役場第２会議室 記録者  総務課財政係 横山 凌 

出席者 委 員 竹内正貴委員、前川稔治委員、牧野雅之委員、青塚和幸委員 

    事務局 高瀬達也総務課長、川埜満寿夫財政係長、細川あゆみ財政係主事、 

        横山 凌財政係主事、（挨拶のみ：片山健也ニセコ町長） 

 

会議日程 

（１）委員長及び副委員長の選任 

（２）基金の運用状況について 

（３）基金貸付金利率について 

（４）基金の貸付について 

（５）産業振興基金の効果的運用について 

（６）その他 

 

会議内容 

【議事】 

（１）委員長及び副委員長の選任・・・互選 

   委員長に竹内正貴委員、副委員長に牧野雅之委員を選任 

 

（２）基金の運用状況について・・・事務局説明 

 

（３）基金貸付金利率について・・・事務局説明 

 【主な質疑・意見】 

委 員・・・利率に関しては償還年数が変更になった場合でも変わらないのか。 

事務局・・・基にしている財政融資資金金利では、現在、超低金利となっており５年

でも７年になっても変わらない状況。 

 【審議結果】事業者の負担軽減策として、低利な財政融資資金の貸付利率を適用する。 

償還期間７年以内うち据置１年、元金均等半年賦償還の適用利率を０．１％ 

と決定する。 

 

（４）基金の貸付について・・・事務局説明 

  借入目的 ：綺羅乃湯施設内にてパン屋の開業 

  借入申請額：６００万円 

 【主な質疑・意見】 

委 員・・・町在住の人ではないが、基金の貸付はできるのか。 

事務局・・・できる。 

 



委 員・・・収支計画において、原価率３０％としているが、通常、食品ロスを考慮

して４０％とすることが多いようだ。今回はロスを加味しての計画か 

事務局・・・申請者に確認する。ただ、収支計画の収入についてかなり厳しめに設定

しているとのことで、この分で仮に原価率が増加した場合もある程度は

対応できるものと思う。 

委 員・・・連帯保証人について民間では置かない傾向となっている。規則上、本件

も置かないこともできるようだが。 

事務局・・・２人置いていただく。 

【審議結果】貸付について適格である。 

 

（５）産業振興基金の効果的運用について・・・事務局説明 

  ○基金の費消（補助）制度についての内容 

   全体として、補助制度活用に向けた検討を行うことについて反対意見はなかったが、

方向性として、「明確な基準設定による運用」と「事業者が活用しやすいこと（意欲の

ある人を広く応援できること）を一番にする運用」の２つの意見が示された。 

   基準設定での検討事項としては、対象事業の選定、対象者（町内居住要件など）、原

資の範囲（基金全額か運用益のみか）、補助件数、重要度・必要性の判定、などについ

て意見がだされた。 

   また、一案として、商工会による基金運用の提案もあった。 

   今後、事務局で検討を進め、必要に応じて委員会を開き、審議いただく。 

 

（６）その他 

   特に無し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


